
日
本
社
会
事
業
大
学
創
立
80
周
年

「
社
大
の
未
来
に
、想
い
を
つ
な
ぐ
」
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2026年10月24日（土）予告

同窓会　交流会イベントのプログラム概要

　　 “創立80周年記念
「ホームカミングデー交流会」を開催します”

「ホームカミングデー」は、卒業生をお招きし、大学祭などを楽しむとともに、
恩師や友人と再会する場としていただく交流イベントです。創立80周年を契
機として多くの同窓生が繋がり、母校悠久の未来に向かって一緒に歩みを
刻みましょう!

※大学第55回大学祭（社大祭）にて

■イベントスケジュール
※詳細は、ゼミのグループライン・同窓会ホームページなどでもご案内します。 (申込不要・参加費無料)

【FUKUSHI  LINK80～現役生・卒業生・教員！みんなで集まれば社大イイじゃん～】

【記念式典】　13:00～14:15  大学講堂
プロローグ　 日本社会事業大学の歩みスライドショー
開　　会　　社大行進曲
ステージ　　 学生出演団体　ダンスサークル“Ｎexus”他
校歌斉唱

参加者特典　記念式典の参加者に「証
言：日本社会事業大学80年～社大の発
展とともに歩んだ同窓生の活動記録～
Ａ4判・130ページ」、「記念クリアファイ
ル」をプレゼント!!

【松窓寮生・ОＢの集い】　教学C棟教室
学生時代を過ごした学生寮『松窓寮』の寮生・ОＢによる交流会です
「社大祭開催時間中いつでもお越しください」

【参加者交流会】　16:00～18:00

在
校
生
の
皆
さ
ん
。
同
窓
生
の
皆
さ
ん
。

ぜ
ひ
ご
家
族
・
お
友
だ
ち
と
お
越
し
く
だ
さ
い
！

社大生・卒業生集まれ！
「ホームカミングデー交流会」の輪で
繋がりましょう　～実行委員会在学生代表企画～

現役生・卒業生・教員
で交流を深める企画
を用意してます！

98vol.

2026
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　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。
いよいよ大学生活のスタートです。大学では、これ
までとは違った世界が待っています。今日は、この
先のキャンパスライフを共に送る皆さんへ、私自
身の経験も踏まえて３つのエールを送ります。
≪その１≫大学生活は、多くの自由にありふれて
います。日々の講義をどのように受講するのか、サ

ークル活動への参加の仕方、友人と過ごす時間、何のアルバイトをするの
か。。。自由だからこそ、前向きな「やってみよう」の気持ちで経験をたくさん
積んでほしいです。皆さんが得ることのできるどんな経験も、これからの皆
さんの人間力を高めていくのだと思います。ですから、たとえ失敗だと思う
ことがあってもそれも思い出だと信じ、「やってみよう」という気持ちを心に
灯し続けてください。
≪その２≫自由な選択には必ず責任が伴います。大学生活は自己責任の
連続です。日々の講義やバイト、サークル活動、人間関係に至るまで、皆さ
んのいずれの選択も自由ではありますが、そこに対する責任感を持ち合わ
せるのが大学生たるものです。自己責任の遂行は社会生活において皆さ

んの信頼につながります。一つ一つの物事に誠意を持って関わり、謙虚な姿
勢でやってみることが責任を果たす第一歩になるのではないかと思います。
≪その３≫人間は失敗する生き物です。自由な「やってみよう」に対しどれ
だけ責任感を持って取り組んでも、時には挫折し苦い思いをする、望んで
いない道に踏み込み迷ってしまうこともあるでしょう。そんな時にはぜひ、
周囲を一度見回してみてください。社大には皆さんの「やってみよう」を尊
重してくれる人と環境があたたかく在ります。これから共に学びを深める
同輩、サークルや寮生活で関わる先輩、そして私たちを教え導いてくださ
る教職員の方々など、たくさんの人がいます。ぜひこのあたたかな場所で
多くの「やってみよう」を経験してください。
　今年度、日本社会事業大学は創立80周年を迎えます。つまり、この学び
舎には80年分の人のつながりと、紡いできた知識や価値、実践があるの
です。そして私たちは、「また一年」と紡がれる一
本の糸なのです。自分を大切にし、自分らしく学び
経験を積み、何かを結んだり繋いだりするその糸
を、共に紡いでいけることを強く願っています。

4月6日　学生自治会代表　石井結莉

「やってみよう」の気持ちで挑戦しよう‼

初のデジタルサイネージ広告
で『社大のブランド認知度を
高める』‼

2月23日～３月１日

社大の卒業生で
　あることを誇りに

3月19日

入学予定者向けイベント
『ちょっぱや』
／学生生活向上委員会

学位授与式（卒業式）

社大の新しい広報戦略の挑戦

西武池袋線「池袋駅」地下1階改札口通路

同窓会から卒業証書・
学位記ホルダーを贈呈しました

▶入学生の皆様へのメッセージカード◀

３月13日

液晶ディスプレイを使用し、社大の魅力
をPRしました。

学
生
広
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

新
入
生
に
投
票
を
お
願
い
し
ま
し
た

み
ん
な
が
社
大
で
楽
し
み
な
こ
と
は
？

明日の福祉の　担い手はここから
入学式

毎年3月、公認サークル『学生生活向上委員会
（旧生協組織部）』は、『ちょっぱや』と呼ばれ
る新入生向けのイベント行っています。

社会福祉学部・大学院社会
福祉学研究科・大学院福祉
マネジメント研究科の卒業
生・修了生が、日本社会事
業大学での学びや経験を胸
に巣立っていきました4月6日

学部５期の同期会を、都立
「小石川後楽園・涵徳亭」で
開催しました。一昨年の同期
会後、「今後、毎年、時期と会
場を固定して開催する」、と
申し合わせたことに基づく企
画でした。参加者は18名で、

昨年より２名減少、遠く沖縄からは、交通機関の大幅な遅延をのり超えての参加者も。
集いは、恒例となっている永眠者を偲んでの黙祷（この１年で３名の同期生が永眠）、乾杯で始
まり、大半の時間を会食をしながらの近況スピーチに費やしました。前回同様、出欠返信はがき
に寄せられたメッセージ集も別途配布され、時間のある人は、引き続き同会場で二次会での交
わりを深めました。 ▼幹事・石井喜代子、白井利明、常友陽子、並木信一、矢口富士夫、山本欣司
(代表)、吉本昇。　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　 （並木信一記）
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同窓会社会福祉セミナープロジェクト
開催報告

<左から＞助言：永島特任教授　進行：曾根直樹客員教
授、すぎのこ会川田さん・松崎さん、パステル石橋さん、
同愛会菊地さん

大学ボランティアサークル
オレンジクレヨン「“私たち
のオレンジリボン運動”に
ついて」

栃木県支部主催交流会「ホテルニューイタヤ」

活動紹介・問題提起「障害者福祉活動実践の最前線から見えるもの」 基調講演/永島特任教授

栃木セミナー 会場：ライトキューブ宇都宮

同期会開催報告

ロマンス坂を背にして

明治通りの歩道橋
（旧原宿校舎前）

高田馬場　歌声喫茶ともしび

佐藤 尚男　日本社会事業専門学校　第１期生　1949年(昭和24年)卒業

２月22日  

７月11日（土）  

‘70～‘90年代のメンバーが、福岡、長野、山梨など全国から集い、当
時交流のあった他大学メンバーも交え32名。学生時代にともに歌っ
た歌を通じて旧交を温めました。母校80周年事業への協力呼びか
けも。　（幹事：小田中）

　私は今年101歳になりました、佐藤尚男と申します。敗戦後軍
隊から帰り、本郷の自宅は消失し、これから何をしようかと考え
ていた折、社会事業学校の生徒募集のポスターを、原宿駅で見
て応募しました。
　学校を卒業後公務員として長く勤務、その後日本赤十字社の
血液センターにも勤務しました。社会福祉関連の事案をこなし
てきましたが、学校で学んだことも数多く役立ちました。

　リタイア後も長く民生委員を務め、地域社会に貢献できたと
思っております。
　同窓会報「社大同窓会」を拝見して皆様の活躍を嬉しく思い、
つたない文章ではありますが一言申し上げたく思いました。　
　　　　　　                      　　     2025年2月16日　山梨県
（佐藤さんは投稿後、5月31日にお亡くなりになりました。101歳と５ヶ月
でした。）

うたごえサークル大空・ОB、ОG会

小石川後楽園・涵徳亭（文京区）4月15日  

学部５期の同期会を、都立
「小石川後楽園・涵徳亭」で
開催しました。一昨年の同期
会後、「今後、毎年、時期と会
場を固定して開催する」、と
申し合わせたことに基づく企
画でした。参加者は18名で、

昨年より２名減少、遠く沖縄からは、交通機関の大幅な遅延をのり超えての参加者も。
集いは、恒例となっている永眠者を偲んでの黙祷（この１年で３名の同期生が永眠）、乾杯で始
まり、大半の時間を会食をしながらの近況スピーチに費やしました。前回同様、出欠返信はがき
に寄せられたメッセージ集も別途配布され、時間のある人は、引き続き同会場で二次会での交
わりを深めました。 ▼幹事・石井喜代子、白井利明、常友陽子、並木信一、矢口富士夫、山本欣司
(代表)、吉本昇。　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　 （並木信一記）

学部５期同期会

百一歳　第一期生　後輩にエール

ルアール東郷
（大学原宿校舎跡地）3月6日  

参加者23名、卒業以来の参加者も多数。当時の写
真、文集等の展示、懐かしい歌を歌おう～、近くのカ
フェに移動し、二次会・・               （幹事：田中（伊東））

社大‘73クラス会（学部17期）
ＹＲイベントホール（池袋）11月24日  

ワンゲル創立55周年を記
念して、OB会主催でパー
ティー開催。参加者28名。
創立メンバーから‘90年代
在学のメンバーが集まり、
大盛り上がり。大先輩方の
はしゃぎぶりがかわいかっ
たです。　     （幹事：菊地）

ワンダーフォーゲル部　創立55周年記念パーティー

同窓会ホームページの“ご意見ご感想
フォーム”から送信がありました
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仲村優一先生
（1947.10～1987.3）
ケースワーク。1973年
学長就任

五味百合子先生
（1948.4～1981.3）
婦人問題論。1976年
同窓会再建初代同窓
会長

母校の支援と同窓生のネットワークを生かすため、あなたの同窓会への参加をお待ちしています。

　社大校歌の一節ですが、社大の建学の精神がここに現れていると思います。日本社会事業大学は、第二次世界大戦後1946年
（昭和21）11月9日の創立ですが、大学校歌が誕生したのは、昭和25年に旧制の日本社会事業専門学校が新制度の日本社会事
業短期大学になった時の頃でした。この校歌が出来た時の事情について、平成８年７月１日発行の日本社会事業大学報「たけおか
第２１号」に仲村優一名誉教授（元学長）が「社会事業大学校歌・由来記」を残しているので、紹介する。

日本社会事業大学校歌誕生秘話日本社会事業大学校歌誕生秘話
「孤独、敗残、途に哭き　わが世　餓ひょうの野となれば　社会の福祉誰が任ぞ」

大
事
な
役
割
を
果
た
し
た
３
人
の
人
物

　

校
歌
の
制
定
に
あ
た
っ
て
、決
定
的
に
大

事
な
役
割
を
果
た
さ
れ
た
人
物
が
３
人
い

る
。木
田
徹
郎（
故
人
）、佐
伯
仁
三
郎（
故

人
）、木
田
み
さ
を
の
３
人
で
あ
る
。木
田
徹

郎
教
授
は
、昭
和
24
年(

1
9
4
9
年)

本

学
に
迎
え
た
方
で
学
監
と
い
う
大
学
の
実
質

的
な
責
任
者
の
職
務
を
昭
和
42
年
ま
で
勤

め
ら
れ
、本
学
の
教
育
研
究
体
制
の
基
礎
を

築
か
れ
た
一
大
恩
人
で
あ
る
。1
9
6
0

年
に
出
来
た
本
学
学
内
学
会
の
初
代
会
長

で
あ
り
、学
内
学
会
の
木
田
賞
は
先
生
の
名

を
記
念
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

校
歌
作
成
の
創
案

　

ち
ょ
う
ど
、旧
制
の
日
本
社
会
専
門
学
校

が
新
制
度
の
日
本
社
会
事
業
短
期
大
学
に

な
っ
た
時(

昭
和
25
年)

短
大
に
な
っ
た
機
会

に
校
歌
を
作
ろ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
話
が

出
て
、私
ど
も（
教
職
員
、学
生
）が
そ
の
こ
と

で
相
談
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。さ
て
、誰

に
作
詞
を
頼
み
、誰
に
作
曲
し
て
も
ら
う
か

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
時
、当
時
の
学
校
は

財
政
的
に
極
め
て
不
如
意
で
あ
っ
た
し
、同

窓
会
も
昭
和
23
年
に
で
き
た
ば
か
り（
現
在

の
同
窓
会
は
昭
和
51
年
に
再
建
）で
、ま
だ

弱
体
で
頼
り
に
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
世
間
的

に
有
名
人
に
頼
む
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な

か
っ
た
。そ
ん
な
状
況
下
で
、誰
が
言
い
出
し

た
の
だ
っ
た
か
、当
時
大
学
が
そ
の
中
に
あ
っ

た
中
央
社
会
館（
渋
谷
区
原
宿
）に
同
居
し

て
い
た
中
央
共
同
募
金
会
に
、歌
人
で
国
文

学
者
の
佐
伯
仁
三
郎
と
い
う
方
が
嘱
託
職

員
で
お
ら
れ
る
こ
と（
五
味
先
生
も
私
も
佐

伯
さ
ん
と
は
面
識
が
あ
っ
た
）を
知
り
、佐
伯

さ
ん
に
お
願
い
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
と
思
う
。木
田
先
生
が
そ
の
あ
た
り

の
折
衝
を
し
て
下
さ
っ
た
の
だ
と
思
う
が
、

作
詞
料
な
る
も
の
が
払
わ
れ
た
の
か
ど
う

か
。木
田
先
生
、佐
伯
さ
ん
も
亡
く
な
ら
れ

た
今
と
な
っ
て
は
確
か
め
よ
う
も
な
い
。た

だ
、後
年
何
か
の
折
に
、佐
伯
さ
ん
を
大
学
に

お
招
き
し
、校
歌
を
お
聴
か
せ
し
た
時
に
、

佐
伯
さ
ん
が
涙
を
流
し
て
喜
ば
れ
た
と
い
う

こ
と
を
、五
味
先
生
は
覚
え
て
お
ら
れ
る
。

※『
現
代
人
名
情
報
辞
典
』（
平
凡
社
刊
、

1
9
8
7
年
）に
よ
る
と
、佐
伯
さ
ん
の
お

名
前
は
「
さ
え
き
じ
ん
ざ
ぶ
ろ
う
」

1
9
0
0
年
生
ま
れ
で
1
9
7
4
年

没
。歌
人
・
国
文
学
者
で
、窪
田
空
穂
に
師
事

し
て＜

珊
瑚
礁＞

＜

国
民
文
学＞

な
ど
に

作
品
や
評
論
を
発
表
。相
模
女
子
大
学
教

授
、明
星
大
学
教
授
。1
9
3
8
年
に
歌

集《
群
竹
》を
出
す
と
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、佐
伯
さ
ん
は
中
央
共
募
に

お
ら
れ
た
頃
、す
で
に
一
家
を
な
す
歌
人
だ

っ
た
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　

と
こ
ろ
で
、大
学
校
歌
の
作
曲
は「
芸
術
大

学
作
曲
科
」と
な
っ
て
い
る
が
、こ
れ
は
ど
う

い
う
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。こ
れ
も
、私

ど
も（
五
味
・
仲
村
）の
記
憶
で
は
、た
ま
た
ま

木
田
徹
郎
先
生
の
お
嬢
さ
ん（
当
時
木
田
み

さ
を
さ
ん
、現
在
富
永
み
さ
を
さ
ん
、国
立

佐
賀
大
学
教
育
学
部
教
授
）が
東
京
芸
術
大

学
の
作
曲
科
に
在
籍
し
て
お
ら
れ
、木
田
先

生
の
発
案
で
お
嬢
さ
ん
に
作
曲
を
し
て
も
ら

い
、そ
れ
を
個
人
で
な
く
芸
大
作
曲
科
の
教

室
で
作
曲
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
し
よ
う
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

こ
の
点
は
、富
永
さ
ん
が
は
っ
き
り
と
ご
自
分

の
作
曲
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
証
言
し
て
お

ら
れ
る
と
の
こ
と
な
の
で
、今
後
は
表
示
法

を
か
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　

　

大
学
校
歌
の
受
け
止
め
方
に
つ
い
て
は
、

人
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
ろ
う
が
、私
個
人
と

し
て
は
、そ
れ
が
出
来
た
最
初
の
時
か
ら
、こ

れ
は
、作
詞
・
作
曲
と
も
に
大
変
素
晴
ら
し

い
校
歌
だ
と
思
っ
た
し
、今
も
そ
の
思
い
は

変
わ
ら
な
い
。校
歌
の
最
後
の「
社
大
、社
大
、

に
つ
な
が
る
わ
れ
ら
」（
短
大
の
頃
か
ら
、私

た
ち
は
、い
ち
ば
ん
端
的
な
略
称
を「
社
大
」

と
し
て
表
し
て
い
た
こ
と
を
、こ
の
校
歌
は

物
語
っ
て
い
る
。）は
、こ
う
い
う
思
い
を
胸
に

秘
め
て
代
々
木
台（
今
は
清
瀬
の
杜
か
）に
集

い
学
ん
で
い
る
の
だ
、と
い
う
気
持
ち
が
歌

詞
と
曲
が
一
体
と
な
っ
て
実
に
よ
く
表
れ
て

い
る
よ
う
に
思
う
か
ら
で
あ
る
。こ
の
点
で

は
、社
大
の
式
典
で
２
番
ま
で
し
か
歌
わ
な

い
の
は
何
と
な
く
物
足
り
な
い
。是
非
と
も
、

４
番
ま
で
、よ
く
意
味
を
噛
み
締
め
な
が

ら
、声
高
ら
か

に
斉
唱
し
た
い

も
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
こ
と
を

思
い
な
が
ら
、

そ
し
て
１
番
か

ら
４
番
ま
で
の

歌
詞
を
戦
後

50
年
の
社
会
福

祉
の
歩
み
と
重

ね
合
わ
せ
な
が

ら
、校
歌
を
噛

み
し
め
て
み
る

こ
と
も
、社
大

50
年
の
思
い
で

の
一
駒
と
い
う

こ
と
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。 

木
田
先
生
の
お
嬢
さ
ん
に
作
曲
を
依
頼

戦
後
の
社
会
福
祉
の
歩
み
を
嚙
み
し
め
な
が
ら

多
く
の
学
校
で
校
歌
が
作
ら
れ
た
背
景
等

　

大
学
や
高
校
に
お
い
て
校
歌
が
盛
ん
に
作

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
正
期
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
の
こ
と
で
し
た
。「
大
学

令
」の
公
布
に
よ
り
、多
く
の
私
立
学
校
が

「
大
学
」へ
昇
格
を
果
た
す
一
方
で
、全
国
に

旧
制
高
校
や
商
業
・
工
業
・
医
学
を
専
門
と

し
た
官
立
の
旧
制
専
門
学
校
が
次
々
と
設

立
さ
れ
、高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
率
が
高

ま
っ
た
の
も
こ
の
時
期
で
す
。そ
の
た
め
、多

く
の
学
校
は
、校
歌
の
歌
詞
に
学
校
の
所
在

地
や
そ
の
風
土
の
特
色
、さ
ら
に
は
校
風
や

理
念
を
示
す
言
葉
を
採
り
入
れ
、自
校
の
存

在
を
多
く
の
人
々
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し

ま
し
た
。

【
以
下
、「
社
会
事
業
大
学
校
歌・由
来
記
」か

ら
の
転
記
】

当
時
の
こ
と
を
書
き
と
め
た
記
録
な
ど
な
い

の
で
、同
僚
だ
っ
た
名
誉
教
授
の
五
味
百
合
子

先
生
の
助
け
も
借
り
て
、記
憶
を
呼
び
も
ど

し
な
が
ら
、あ
れ
こ
れ
の
こ
と
を
綴
っ
て
み
た
。
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母校の支援と同窓生のネットワークを生かすため、あなたの同窓会への参加をお待ちしています。

平成22年～23年に文部科学省のGPに採択された「教養力を基盤にした『想
像力×創造力』形成」の中で、図書館と協働した活動を通して学生の成長を
めざして、読書マラソン推進委員会が発足された。推進委員になった学生
は、４年間で100冊の読破をめざす読書マラソンの推進役として、普段の活
動としては、テーマを決めた展示やオリジナルポップ（本の情報をポスター
やカードにして伝える）や展示を作って本を紹介したり、選書ツアーを実施し
て学生の目線から図書館に蔵書する本を選んだりしている。学生の目線で
収集された図書は、一般学生の関心を呼び、借り出される割合が高く、在校
生の読書の推進に貢献するとともに、図書館に活気をもたらしている。また、

委員会の企画展示として、これまで「お
勧め書籍を時間割に沿って並べます」
「戦争×文学：夏の読書に」「秋の夜長
に本を読もう展」「本の表紙かくしまし
た展」を開催。最近では、オレンジリボ
ン運動団体「オレンジクレヨン」とのコ
ラボ企画「こどもを守る　未来を守る
（児童虐待関連図書）」の展示がある。
現在のメンバーは1年6人、２年2人、３年2人の計10人。代表2年中村姫菜

子どもたちに“福祉への関心を持ってもらうための
居場所を目指して” 大学「子ども福祉図書館」

日本社会事業大学附属図書館（社会事業図書館）は、中央社会

事業協会（現在の全国社会福祉協議会）が1934年（昭和9）に設

置した「社会事業研究所図書室」の蔵書を引き継いで開設し、

戦前・戦後の貴重な福祉関係資料を所蔵・公開している。現在

の蔵書数は約26万点。武蔵野の面影を残す雑木林を間近に、ガ

ラス張の明るい閲覧室は車いす用閲覧席を備え、１階に「子ど

も福祉図書館」が設置され、大型本や他言語の図書が所蔵され

ている。全国でも数少ない児童図書館について紹介する。

有志団体「読書マラソン委員会」 社大の図書館をより魅力的な場所にするために

　

大
学
付
属
の
児
童
図
書
館
は
全
国
的
に
見

て
も
数
は
少
な
く
、2
0
2
2
年
現
在
で
そ

の
存
在
を
把
握
し
て
い
る
の
は
、開
設
順
に
北

海
道
武
蔵
女
子
短
期
大
学
、京
都
芸
術
大

学
、文
教
大
学
、鳴
門
教
育
大
学
、日
本
社
会

事
業
大
学
、山
梨
大
学
、聖
徳
大
学
、関
西
大

学
、島
根
県
立
大
学
、福
島
学
院
大
学
の
10
館

で
あ
る
。

　

子
ど
も
福
祉
図
書
館
が
設
置
さ
れ
た
の

は
、所
蔵
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
必
要
と
な
っ
た

た
め
に
行
わ
れ
た
1
9
9
9
年
の
図
書
館
３

階
増
築
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。社
会
福
祉
の
研

究
に
と
っ
て
貴
重
な
戦
前
・
戦
後
の
図
書
資
料

を
豊
富
に
所
蔵
し
て
お
り
、学
内
だ
け
で
な

く
、学
外
か
ら
も
利
用
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、地
域
の
子
ど
も
た
ち
も
対
象
に
し
て

何
か
で
き
な
い
か
と
い
う
声
が
出
さ
れ
、子
ど

も
に
向
け
た
図
書
館
設
置
が
決
ま
っ
た
。そ
こ

に
は
、子
ど
も
の
頃
か
ら
読
書
を
通
し
て
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
介
護
だ
け
で
は
な
い
幅
広
い

福
祉
の
分
野
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。名
称
に

「
福
祉
」の
２
文
字
が
入
っ
て
い
る
の
は
、こ
の

よ
う
な
経
緯
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

子
ど
も
向
け
の
福
祉
関
連
の
本
が
並
ぶ
書

棚
を
見
渡
す
と
、「
手
話
」「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」「
介
護
の
仕
事
・

介
護
施
設
」「
子
ど
も
の
貧
困
」「
難
民
」な
ど

の
ト
ピ
ッ
ク
が
目
に
入
っ
て
く
る
。子
ど
も
向

け
に
書
か
れ
た
福
祉
を
理
解
す
る
本
や
様
々

な
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
る
本
、ジ
ェ
ン
ダ

ー
フ
リ
ー
の
絵
本
な
ど
も
シ
リ
ー
ズ
で
完
備

さ
れ
、さ
ら
に
、子
ど
も
の
将
来
の
職
業
選
択

に
役
立
つ
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
本
も
充
実
し

て
い
る
。他
の
子
ど
も
図
書
館
で
は
あ
ま
り
見

か
け
な
い
点
字
つ
き
絵
本
や
、L
．L
．ブ
ッ
ク

も
あ
る
。L
．L
．ブ
ッ
ク
の「
L
．L
．」と
は
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
の“Lattlast”(

レ
ッ
ト
レ
ー

ス)

の
略
で
、誰
も
が
読
書
を
楽
し
め
る
よ
う

に
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
施
さ
れ
た
や
さ
し
く

よ
み
や
す
い
本
の
こ
と
で
あ
る
。一
見
す
る
と

絵
本
の
よ
う
に
見
え
る
が
、日
本
語
が
十
分

で
な
い
海
外
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
、知
的
障
害

の
あ
る
人
、認
知
症
の
高
齢
者
な
ど
、や
さ
し

く
読
め
る
本
を
必
要
と
す
る
大
人
を
対
象
に

作
ら
れ
た
本
で
、子
ど
も
は
点
字
絵
本
や

L
．L
．ブ
ッ
ク
を
実
際
に
手
に
取
り
、本
の
世

界
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
福
祉
支
援
を
体
験

で
き
る
。

　

子
ど
も
福
祉
図
書
館
に
は
、「
福
祉
」に
つ
い

て
の
知
識
や
理
解
を
深
め
る
児
童
書
だ
け
で

な
く
、地
域
の
様
々
な
背
景
を
持
つ
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、福
祉
的
な
観
点
か
ら
所
蔵

さ
れ
て
い
る
本
も
あ
る
。例
え
ば
、外
国
籍
の

子
ど
も
た
ち
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
、英
語
、

中
国
語
、韓
国
語
、タ
ガ
ロ
グ
語
の
外
国
語
絵

本
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。日
本
の
絵
本
と
そ
れ

を
複
数
の
外
国
語
に
翻
訳
し
た
も
の
が
数
種

類
、ま
た
、図
書
館
に
は
珍
し
く
、コ
ミ
ッ
ク
本

も
シ
リ
ー
ズ
で
揃
え
ら
れ
て
い
て
、地
域
に
い

ろ
い
ろ
な
事
情
を
抱
え
た
家
庭
の
子
ど
も
が

い
る
こ
と
を
考
え
て
配
架
さ
れ
て
い
る
。子
ど

も
福
祉
図
書
館
は
、子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

■
調
査
に
協
力
し
た
星
川
英
輝
さ
ん（
研

究・図
書
館
事
務
室
長
補
佐
）の
コ
メ
ン
ト

　
「
子
ど
も
福

祉
図
書
館
は
地

域
の
子
ど
も
や

そ
の
保
護
者
の

ほ
か
、保
育
園
や
近
隣
の
小
学
校
か
ら
も
広

く
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
以
降

は
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
現
状
で
す
。こ
れ

ま
で
以
上
に
P
R
し
て
い
く
と
と
も
に
、点
字

絵
本
や
L
．L
．ブ
ッ
ク
の
充
実
や
図
書
館
有

志
団
体「
読
書
マ
ラ
ソ
ン
委
員
会
」と
も
連
携

し
て
学
生
が
利
用
者
の
子
ど
も
と
関
わ
る
仕

組
み
に
つ
い
て
も
工
夫
し
て
い
き
た
い
」と
こ

の
調
査
に
協
力
し
た
研
究
・
図
書
館
事
務
室

長
補
佐
の
星
川
英
輝
さ
ん
は
言
う
。

島
根
県
立
大
学
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス

研
究
紀
要Vol.

62（
2
0
2
3
）

日
本
社
会
事
業
大
学
子
ど
も
福

祉
図
書
館
設
置
の
背
景

幅
広
く
揃
え
ら
れ
た
福
祉
に
関
わ

る
児
童
書

多
様
な
背
景
を
持
つ
子
ど
も
へ
の

眼
差
し

星川さん

「こどもを守る　未来を守る
（児童虐待関連図書）」展示

子どもたちの福祉への理解を広めるとともに地域に開か
れた大学をめざして、平成16年に児童書および絵本およ
そ5,000冊をもって図書館１階に子ども福祉図書館が開
設された。利用者は、近隣に居住する子どもと保護者、近
隣の保育園や幼稚園関係者である。平成26年度の来館者
数は延べ3,155人である。平成26年からメイスン財団から
の助成を得られるようになり、清瀬にも外国にルーツをも
つ子どもが多くなってきている状況に鑑みてさまざまな言

語で書かれた絵本を収集する
とともに、シリーズ化された図
書の収集に力を入れている。

日本社会事業大学子ども福祉図書館 児童書・絵本など

が7,700冊以上！
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JCSW ネットワークを広げようJCSW ネットワークを広げようJCSW ネットワークを広げよう

2
0
1
7
年（
平
成
29
年
）５
月
に
開
設
。設
置
主
体
は
社
会
福
祉
法
人
東
京
都
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
で
す
。施
設
入
所
60
名
の
多
く

は
自
閉
症
の
方
で
、強
い
行
動
上
の
特
性
を
有
す
る
方
が
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、就
労
継
続
支
援
B
型
は
特
別
支
援
学
校
の
卒

業
生
を
中
心
に
カ
フ
ェ
、パ
ン
工
房
、レ
タ
ス
の
水
耕
栽
培
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。カ
フ
ェ
は
近
隣
の
方
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
、

２
種
類
の
水
耕
レ
タ
ス
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。事
業
内
容
と
し
て
は
、短
期
入
所
、相
談
支
援
事
業
も
。所
在
地
は
清
瀬
市
梅
園
３
丁

目
で
日
本
社
会
事
業
大
学
か
ら
徒
歩
10
分
の
至
近
距
離
に
あ
り
ま
す
。「
ひ
だ
ま
り
の
里
」と
い
う
名
前
に
は
清
瀬
と
い
う
地
域
の
中

で
、利
用
者
一
人
ひ
と
り
を
あ
た
た
か
く
包
み
込
む「
ひ
だ
ま
り
の
よ
う
な
場
所
」で
あ
り
た
い
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
田
さ
ん　
も
と
も
と
福
祉
に
興
味
を
持
っ
た

き
っ
か
け
が
、知
的
障
害
の
あ
る
幼
馴
染
み
と

の
交
流
で
し
た
。先
輩
の
紹
介
で
通
勤
寮
と
い

う
就
労
し
て
い
る
知
的
障
害
者
の
寮
で
ア
ル
バ

イ
ト
を
経
験
し
た
こ
と
で
、改
め
て
障
害
の
分

野
で
働
き
た
い
と
考
え
、そ
の
ま
ま
今
の
法
人

に
入
職
し
ま
し
た
。入
職
後
は
杉
並
区
に
あ
る

入
所
施
設
で
生
活
支
援
員
を
し
た
の
ち
、相
談

支
援
専
門
員
と
し
て
地
域
で
暮
ら
す
方
々
の

相
談
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。現
在
は

現
場
を
離
れ
、ひ
だ
ま
り
の
里
き
よ
せ
の
施
設

長
と
し
て
施
設
の
管
理
・
運
営
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。

太
田
さ
ん　
自
分
は
大
学
入
学
し
て
す
ぐ
に

始
め
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
を

き
っ
か
け
に
、知
的
障
害
の
分
野
に
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、ひ
だ
ま
り
の

里
き
よ
せ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
伺
っ
た
際
に
、職

員
さ
ん
が
利
用
者
さ
ん
の
事
を
思
う
姿
勢
を

見
て
、こ
こ
に
就
職
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。現

在
は
、利
用
者
さ
ん
の
食
事
や
入
浴
な
ど
の
毎

日
の
生
活
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

下
田
さ
ん　
ひ
だ
ま
り
の
里
き
よ
せ
で
は
、

職
員
は
高
い
専
門
性
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、施
設
内
外
の
研
修
や
勉
強
会

な
ど
、多
く
の
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
す
。自

分
も
時
間
の
許
す
限
り
参
加
し
、職
員
と
一

緒
に
学
ぶ
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。職

員
が
身
に
着
け
た
専
門
性
を
発
揮
し
、や

り
が
い
を
持
っ
て
働
く
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
と
き
に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。ま
た
、職

員
が
悩
ん
で
い
る
と
き
に
も
、寄
り
添
え
る

施
設
長
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

細
川
さ
ん　
ご
利
用
者
へ
の
支
援
を
組
み
立

て
て
い
く
と
き
は
、固
定
観
念
や
先
入
観
に

と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
に
で
き
る
だ
け
多
く
の

職
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、進
め
て
い
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、外
部
の
研
修
な

ど
に
も
な
る
べ
く
積
極
的
に
参
加
を
す
る
な

ど
し
、ま
ず
は「
支
援
員
と
し
て
の
成
長
」を

意
識
し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。日
々

の
取
り
組
み
を
通
し
て
、少
し
で
も
ご
利
用

者
の
Ｑ
О
Ł
の
向
上
に
還
元
で
き
て
い
れ

ば
、と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

細
川
さ
ん　
24
時
間
３
６
５
日
の
体
制
で
ご

利
用
者
の
支
援
を
し
て
い
る
た
め
、日
中
・
夜
間

の
ト
ー
タ
ル
で
支
援
を
組
み
立
て
ら
れ
る
と
こ

ろ
が
、障
害
者
支
援
施
設
の
仕
事
の
魅
力
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た
職
員
が
在
籍
し
、日
々
意

見
交
換
を
す
る
こ
と
で
多
く
の
刺
激
が
得
ら
れ

て
い
ま
す
。目
標
と
し
て
は
、目
の
前
の
ニ
ー
ズ

だ
け
で
な
く
、お
一
人
お
ひ
と
り
の
地
域
生
活

を
見
据
え
た
支
援
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
成

長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

太
田
さ
ん　
ひ
だ
ま
り
の
里
き
よ
せ
は
入
所
施

設
で
あ
り
、利
用
者
さ
ん
に
と
っ
て
の
生
活
の
場

な
の
で
、日
中
活
動
の
支
援
の
み
で
な
く
、居
室

や
リ
ビ
ン
グ
で
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
利
用
者
さ

ん
の
姿
も
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。お
互
い
に

毎
日
顔
を
合
わ
せ
、時
間
を
共
に
す
る
こ
と
で
、

少
し
ず
つ
で
す
が
関
係
性
を
築
け
て
い
る
よ
う

な
感
覚
が
あ
り
ま
す
。季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
、ユ
ニ
ッ
ト
内
で
も
季
節
を
感
じ
ら

れ
る
生
活
を
提
供
す
る
の
が
今
の
目
標
で
す
。

細
川
さ
ん　
い
つ
も
貴
重
な
機
会
を
設
け
て
い

た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。毎
年
、現

役
の
学
生
の
方
と
の
様
々
な
意
見
交
換
も
で
き

て
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。今
後
も
、知
的
障
害
の
あ
る
方
へ
の
支
援

や
、育
成
会
・
ひ
だ
ま
り
の
里
の
魅
力
を
少
し
で

も
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
自
分
自
身
の
経
験
を

深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。近
隣
の
施

設
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、連
携
も
取
り
や
す
い

か
と
思
い
ま
す
の
で
、引
き
続
き
お
力
添
え
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

下
田
さ
ん　
失
敗
も
大
切
な
経
験
に
な
り
ま
す

　

自
分
の
学
生
時
代
を
思
い
出
す
と
、失
敗
や

後
悔
の
連
続
で
す
。で
す
が
、失
敗
し
た
こ
と

は
、人
の
人
生
に
深
く
か
か
わ
る
仕
事
に
必
要

な
想
像
力
や
柔
軟
性
を
養
う
の
に
と
て
も
大
事

な
経
験
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。寄
り
道
し

た
ら
、時
に
は
立
ち
止
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、き
っ
と
大
丈
夫
で

す
。学
生
の
今
し
か
で
き
な
い
経
験
を
大
切
に

し
て
く
だ
さ
い
。

細
川
さ
ん　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
大

切
に
し
て
く
だ
さ
い

　

ゼ
ミ
の
同
期
や
編
入
生
の
仲
間
た
ち
と
は
、

今
で
も
連
絡
を
取
り
合
い
、お
互
い
に
近
況
を

報
告
し
て
い
ま
す
が
、頑
張
っ
て
い
る
仲
間
た
ち

の
話
を
聞
く
こ
と
で
、と
て
も
励
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、指
導
教
員
の
小
田
先
生
に
は
卒

業
後
も
気
に
か
け
て
く
だ
さ
り
、大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。一
緒
に
学
ん
だ
仲
間
や
先
生

た
ち
と
の
つ
な
が
り
は
、卒
業
し
て
仕
事
を
し

て
い
く
上
で
も
大
き
な
財
産
に
な
り
ま
す
。ぜ

ひ
、「
つ
な
が
り
」を
大
切
に
し
な
が
ら
学
生
生

活
を
楽
し
ん
で
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

太
田
さ
ん　

す
べ
て
の
経
験
を
糧
に

　

大
学
生
活
は
長
い
よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間
で

す
。活
力
も
時
間
も
あ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、実
習

や
ア
ル
バ
イ
ト
以
外
に
も
積
極
的
に
足
を
運

び
、様
々
な
経
験
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。無
駄
な

経
験
な
ん
て
一
つ
も

あ
り
ま
せ
ん
！
す

べ
て
の
経
験
を
糧

に
自
分
自
身
を
高

め
て
い
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。残
り
の
大
学
生

活
、全
力
で
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
！

下
田
一
紀
さ
ん　
東
京
都
出
身
、2
0
0
3
年
卒
。ゼ
ミ
は
大

橋
ゼ
ミ
、テ
ニ
ス
部
に
所

属
。（
当
時
は
サ
ー
ク
ル
で

は
な
く
、部
活
で
し
た
。）自

宅
近
く
の
ラ
ー
メ
ン
屋
で
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
し
た

が
、の
ち
に
入
職
の
き
っ
か

け
に
な
る
障
害
者
施
設
で

生
活
支
援
員
の
ア
ル
バ
イ
ト
も
。高
校
の
と
き
の
友
人
と
、バ
ン

ド
活
動
も
し
て
い
ま
し
た
。

細
川
雄
大
さ
ん　
東
京
都
出
身
、2
0
1
6
年
卒
。障
害
の
あ

る
方
の
就
労
支
援
な
ど
に

関
心
を
持
ち
、2
0
1
4
年

に
東
京
経
済
大
学
経
営
学

部
の
卒
業
と
同
時
に
福
祉

援
助
学
科
へ
３
年
次
編
入
。

他
学
部
か
ら
の
編
入
で
多

く
の
単
位
取
得
が
必
要
だ
っ
た
た
め
、３
年
生
の
と
き
は
週
６

で
通
学
を
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
、ア
ル
バ
イ
ト
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
ほ
と
ん
ど
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、卒
論
・
実
習
と
も

に
小
田
美
季
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、障
害
者
福
祉
分
野
を

中
心
に
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

太
田
勝
吾
さ
ん　
神
奈
川
県
横
浜
市
出
身
、2
0
2
5
年
卒

の
入
職
２
年
目
。村
田
先
生

の
ゼ
ミ
に
入
っ
て
お
り
、学

生
自
治
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル1step

に
所
属
し

て
い
ま
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
は
、大
学
近
く
の
小
学

校
・
中
学
校
に
行
き
、流
し
そ
う
め
ん
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

手
伝
い
を
し
て
、地
域
の
方
と
関
わ
り
を
持
っ
て
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。ま
た
、寮
の
先
輩
に
紹
介
さ
れ
た
知
的
障
害
者
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
４
年
間
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。

障害者支援施設での
地域生活をより豊かに！

Ｑ
．入
職
さ
れ
た
理
由
や
仕
事
の
内
容
は
？

Ｑ
．皆
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

Ｑ
．心
が
け
て
い
る
こ
と
。や
り
が
い
な
ど

Ｑ
．同
窓
会
の『
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
と
の
交
流
会
』

に
参
加
さ
れ
て
の
ご
感
想
・
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い

Ｑ
．仕
事
の
魅
力
や
こ
れ
か
ら
の
目
標
な
ど

在
校
生
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
！！

～ＯＢ・ＯＧ応援メッセージ～
　同窓会の『福祉現場で活躍するOB・OGとの交流会』に参加いただいている
「清瀬育成園ひだまりの里きよせ」を訪問しました。

同窓生が活躍する福祉現場の最前線から

https://www.ikuseikai-tky.or.jp/

テニス部所属、障害者
施設でアルバイト

他大学卒業後
社大へ編入

４年間の寮生活、地
域の方と関わって
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◀同窓会活動強化のためのキーワード▶

　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　

日本社会事業大学  同窓会

社会福祉セミナーの共催
同窓会　×　大学
パートナーシップ推進
創立８０周年に向けた取組

修学困難学生に対する支援
五味基金の活用

職場体験応援制度の
活用・周知

就職・実習・卒研などの
在学生支援

福祉現場で活躍する
OB・OGとの交流会

学内学会・学生支援課とのコラボ企画

会費納入者 （約1，200人）
同窓会基盤の強化
若い世代の参加推進

大学広報活動との連携
母校教育力の向上を目指して
リカレント教育の充実

同窓会総登録数
17，836人

清瀬年代（入学・卒業者）
8，630人

会報送付数
8，000部

同窓会の取り組みを
もっと身近に

◆2026年度事業計画
創立８０周年　母校のさらなる発展に向け取組を推進

大学とのパートナーシップの推進／母校・在校生への支援
（1）社会福祉セミナーの共催　本セミナーの開催により、同窓会活動の活性

化と母校の価値向上を図っていく。　
　　【第1回】７月11日栃木セミナー　【第2回】8月22日宮城セミナー
（2）同窓生と在校生の交流会　「福祉現場で活躍するＯＢ・OGとの交流会」

を6月日本社会事業大学×社会福祉学会とのコラボ企画で開催
（3）職場体験等応援制度の活用・周知　在校生の就職活動や支部セミナー

への交通費を助成
（4）同窓会「五味基金」による修学困難学生に対する奨学金支給
（5）同窓生とのつながりづくり　交流会参加団体訪問及び同窓会との協力

関係構築
（６）創立80周年に向けた取組　卒業生と在校生による実行委員会で推進。
「創立80周年記念募金」への協力呼びかけ。同窓生の活動記録集の刊
行。ホームカミングデー交流会の実施

役員改選　同窓会ホームページの「同窓会役員等一覧」をご覧ください。

2025年度 日本社会事業大学同窓会収支計算書
2026年度 日本社会事業大学同窓会予算

科　　目
会費収入
入会金収入
雑収入

前年度繰越金
合　　計

2026年度予算額
4,200,000
30,000
50,000

2,415,491
6,695,491

収入の部

◆ 2025年度　一般運営基金現在高 21,405,124
◆ 2025年度　五味基金現在高 14,930,221

【収支差引額】
7,692,738　ー　5,277,247　＝　2,415,491　
    （収入決算額）　　  　（支出決算額）　　        （翌年度繰越額）

支出の部
科　　目
会議費

委員会活動費
人件費
支部強化費
機関誌等発行費
支部出張費
通信運搬費
学内学会助成費

ホームページZOOM関係諸費
慶弔費

国際交流推進費
卒業記念品費

母校創立80年指定寄付金支出

2026年度予算額

新規事業資金積立

（単位：円）

PHOTONEWS

事務局活動費
予備費

合　　計

下
田
さ
ん　
も
と
も
と
福
祉
に
興
味
を
持
っ
た

き
っ
か
け
が
、知
的
障
害
の
あ
る
幼
馴
染
み
と

の
交
流
で
し
た
。先
輩
の
紹
介
で
通
勤
寮
と
い

う
就
労
し
て
い
る
知
的
障
害
者
の
寮
で
ア
ル
バ

イ
ト
を
経
験
し
た
こ
と
で
、改
め
て
障
害
の
分

野
で
働
き
た
い
と
考
え
、そ
の
ま
ま
今
の
法
人

に
入
職
し
ま
し
た
。入
職
後
は
杉
並
区
に
あ
る

入
所
施
設
で
生
活
支
援
員
を
し
た
の
ち
、相
談

支
援
専
門
員
と
し
て
地
域
で
暮
ら
す
方
々
の

相
談
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。現
在
は

現
場
を
離
れ
、ひ
だ
ま
り
の
里
き
よ
せ
の
施
設

長
と
し
て
施
設
の
管
理
・
運
営
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。

太
田
さ
ん　
自
分
は
大
学
入
学
し
て
す
ぐ
に

始
め
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
を

き
っ
か
け
に
、知
的
障
害
の
分
野
に
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、ひ
だ
ま
り
の

里
き
よ
せ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
伺
っ
た
際
に
、職

員
さ
ん
が
利
用
者
さ
ん
の
事
を
思
う
姿
勢
を

見
て
、こ
こ
に
就
職
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。現

在
は
、利
用
者
さ
ん
の
食
事
や
入
浴
な
ど
の
毎

日
の
生
活
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

下
田
さ
ん　
ひ
だ
ま
り
の
里
き
よ
せ
で
は
、

職
員
は
高
い
専
門
性
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、施
設
内
外
の
研
修
や
勉
強
会

な
ど
、多
く
の
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
す
。自

分
も
時
間
の
許
す
限
り
参
加
し
、職
員
と
一

緒
に
学
ぶ
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。職

員
が
身
に
着
け
た
専
門
性
を
発
揮
し
、や

り
が
い
を
持
っ
て
働
く
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
と
き
に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。ま
た
、職

員
が
悩
ん
で
い
る
と
き
に
も
、寄
り
添
え
る

施
設
長
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

細
川
さ
ん　
ご
利
用
者
へ
の
支
援
を
組
み
立

て
て
い
く
と
き
は
、固
定
観
念
や
先
入
観
に

と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
に
で
き
る
だ
け
多
く
の

職
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、進
め
て
い
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、外
部
の
研
修
な

ど
に
も
な
る
べ
く
積
極
的
に
参
加
を
す
る
な

ど
し
、ま
ず
は「
支
援
員
と
し
て
の
成
長
」を

意
識
し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。日
々

の
取
り
組
み
を
通
し
て
、少
し
で
も
ご
利
用

者
の
Ｑ
О
Ł
の
向
上
に
還
元
で
き
て
い
れ

ば
、と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

細
川
さ
ん　
24
時
間
３
６
５
日
の
体
制
で
ご

利
用
者
の
支
援
を
し
て
い
る
た
め
、日
中
・
夜
間

の
ト
ー
タ
ル
で
支
援
を
組
み
立
て
ら
れ
る
と
こ

ろ
が
、障
害
者
支
援
施
設
の
仕
事
の
魅
力
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た
職
員
が
在
籍
し
、日
々
意

見
交
換
を
す
る
こ
と
で
多
く
の
刺
激
が
得
ら
れ

て
い
ま
す
。目
標
と
し
て
は
、目
の
前
の
ニ
ー
ズ

だ
け
で
な
く
、お
一
人
お
ひ
と
り
の
地
域
生
活

を
見
据
え
た
支
援
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
成

長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

太
田
さ
ん　
ひ
だ
ま
り
の
里
き
よ
せ
は
入
所
施

設
で
あ
り
、利
用
者
さ
ん
に
と
っ
て
の
生
活
の
場

な
の
で
、日
中
活
動
の
支
援
の
み
で
な
く
、居
室

や
リ
ビ
ン
グ
で
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
利
用
者
さ

ん
の
姿
も
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。お
互
い
に

毎
日
顔
を
合
わ
せ
、時
間
を
共
に
す
る
こ
と
で
、

少
し
ず
つ
で
す
が
関
係
性
を
築
け
て
い
る
よ
う

な
感
覚
が
あ
り
ま
す
。季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
、ユ
ニ
ッ
ト
内
で
も
季
節
を
感
じ
ら

れ
る
生
活
を
提
供
す
る
の
が
今
の
目
標
で
す
。

細
川
さ
ん　
い
つ
も
貴
重
な
機
会
を
設
け
て
い

た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。毎
年
、現

役
の
学
生
の
方
と
の
様
々
な
意
見
交
換
も
で
き

て
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。今
後
も
、知
的
障
害
の
あ
る
方
へ
の
支
援

や
、育
成
会
・
ひ
だ
ま
り
の
里
の
魅
力
を
少
し
で

も
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
自
分
自
身
の
経
験
を

深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。近
隣
の
施

設
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、連
携
も
取
り
や
す
い

か
と
思
い
ま
す
の
で
、引
き
続
き
お
力
添
え
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

下
田
さ
ん　
失
敗
も
大
切
な
経
験
に
な
り
ま
す

　

自
分
の
学
生
時
代
を
思
い
出
す
と
、失
敗
や

後
悔
の
連
続
で
す
。で
す
が
、失
敗
し
た
こ
と

は
、人
の
人
生
に
深
く
か
か
わ
る
仕
事
に
必
要

な
想
像
力
や
柔
軟
性
を
養
う
の
に
と
て
も
大
事

な
経
験
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。寄
り
道
し

た
ら
、時
に
は
立
ち
止
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、き
っ
と
大
丈
夫
で

す
。学
生
の
今
し
か
で
き
な
い
経
験
を
大
切
に

し
て
く
だ
さ
い
。

細
川
さ
ん　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
大

切
に
し
て
く
だ
さ
い

　

ゼ
ミ
の
同
期
や
編
入
生
の
仲
間
た
ち
と
は
、

今
で
も
連
絡
を
取
り
合
い
、お
互
い
に
近
況
を

報
告
し
て
い
ま
す
が
、頑
張
っ
て
い
る
仲
間
た
ち

の
話
を
聞
く
こ
と
で
、と
て
も
励
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、指
導
教
員
の
小
田
先
生
に
は
卒

業
後
も
気
に
か
け
て
く
だ
さ
り
、大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。一
緒
に
学
ん
だ
仲
間
や
先
生

た
ち
と
の
つ
な
が
り
は
、卒
業
し
て
仕
事
を
し

て
い
く
上
で
も
大
き
な
財
産
に
な
り
ま
す
。ぜ

ひ
、「
つ
な
が
り
」を
大
切
に
し
な
が
ら
学
生
生

活
を
楽
し
ん
で
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

太
田
さ
ん　

す
べ
て
の
経
験
を
糧
に

　

大
学
生
活
は
長
い
よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間
で

す
。活
力
も
時
間
も
あ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、実
習

や
ア
ル
バ
イ
ト
以
外
に
も
積
極
的
に
足
を
運

び
、様
々
な
経
験
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。無
駄
な

経
験
な
ん
て
一
つ
も

あ
り
ま
せ
ん
！
す

べ
て
の
経
験
を
糧

に
自
分
自
身
を
高

め
て
い
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。残
り
の
大
学
生

活
、全
力
で
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
！

下
田
一
紀
さ
ん　
東
京
都
出
身
、2
0
0
3
年
卒
。ゼ
ミ
は
大

橋
ゼ
ミ
、テ
ニ
ス
部
に
所

属
。（
当
時
は
サ
ー
ク
ル
で

は
な
く
、部
活
で
し
た
。）自

宅
近
く
の
ラ
ー
メ
ン
屋
で
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
し
た

が
、の
ち
に
入
職
の
き
っ
か

け
に
な
る
障
害
者
施
設
で

生
活
支
援
員
の
ア
ル
バ
イ
ト
も
。高
校
の
と
き
の
友
人
と
、バ
ン

ド
活
動
も
し
て
い
ま
し
た
。

細
川
雄
大
さ
ん　
東
京
都
出
身
、2
0
1
6
年
卒
。障
害
の
あ

る
方
の
就
労
支
援
な
ど
に

関
心
を
持
ち
、2
0
1
4
年

に
東
京
経
済
大
学
経
営
学

部
の
卒
業
と
同
時
に
福
祉

援
助
学
科
へ
３
年
次
編
入
。

他
学
部
か
ら
の
編
入
で
多

く
の
単
位
取
得
が
必
要
だ
っ
た
た
め
、３
年
生
の
と
き
は
週
６

で
通
学
を
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
、ア
ル
バ
イ
ト
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
ほ
と
ん
ど
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、卒
論
・
実
習
と
も

に
小
田
美
季
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、障
害
者
福
祉
分
野
を

中
心
に
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

太
田
勝
吾
さ
ん　
神
奈
川
県
横
浜
市
出
身
、2
0
2
5
年
卒

の
入
職
２
年
目
。村
田
先
生

の
ゼ
ミ
に
入
っ
て
お
り
、学

生
自
治
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル1step

に
所
属
し

て
い
ま
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
は
、大
学
近
く
の
小
学

校
・
中
学
校
に
行
き
、流
し
そ
う
め
ん
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

手
伝
い
を
し
て
、地
域
の
方
と
関
わ
り
を
持
っ
て
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。ま
た
、寮
の
先
輩
に
紹
介
さ
れ
た
知
的
障
害
者
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
４
年
間
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。

３月14日  

パートナーシップの推進、リカレント
教育の充実について意見交換

幹事会報告
2026年度

＊6月幹事会は台風で中止。特例措置として書面による決議を実施

200,000
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200,000
200,000
100,000
200,000
50,000
50,000
300,000

0
0

200,000
745,491
6,695,491

 
 

156,556
92,573
509,100
458,751
2,780,019
185,539
186,551

0
96,305
19,415

0
229,130
150,000
300,000
113,308

0
5,277,247

 
 

2025年度決算額
4,351,044

0
53,301

3,288,393
7,692,738

2025年度決算額

　同窓生の皆様には会報に同封されている「同窓会年会
費」納入用紙をお使いいただき、同窓会の学生教育支援
などへのご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます。　
同窓会は、これからも在校生と一緒になって社大教育と実践をしっ
かりつないでまいります。　　　　        　同窓会会長　竹田幹雄

スマートフォン決済。バーコードをアプリでかざすだけ！
　今までと同じ振込用紙で郵便局やコンビニでお振り込みされる
他、スマートフォン決済ができます。※「スマートフォン（アプリ決済）」
をご利用の場合は、振込用紙裏面をご確認の上ご利用くだい。

“母校・在校生への支援”と“創立80周年記念事業”
のため会費納入にご協力を

顧問・正副会長・
運営委員等合同会議
／法人・同窓会意見交換会

顧問・正副会長・
運営委員等合同会議
／法人・同窓会意見交換会

顧問・正副会長・
運営委員等合同会議
／法人・同窓会意見交換会

同窓会オリジナル
『キャンバストートバッグ』プレゼント
色「ブルー」「ブラック」「グリーン」「カーキ」
から1点選べます

ご希望者は住所・氏名及び「トートバッグ・色」
の希望を次のあて先までご連絡ください
〈郵便の方〉　　〒２０４－８５５５  清瀬市竹丘３－１－３０
　　　　　　　日本社会事業大学同窓会
〈ＦＡＸの方〉　  ０４２－４９６－３０５１
〈Ｅ-mailの方〉　kouyu@jcsw.ac.jp

『忘我の愛と智の灯』　日本社会事業大学同窓会の組織は、1976（昭和51）年４
月に再建され、2026（令和８）年に50年（『母校は創立80周年』）を迎える。同窓会
活動については、原宿年代に比べ清瀬年代の同窓生の参加が少ないといった“世
代交代の問題”やコロナ等による活動への影響もいまだある中で、同窓会は、社会
福祉の実践者として『忘我の愛と智の灯』の校歌の下結集し、今後も大学と連携し
て、社大教育と社会福祉実践をしっかりつないでいくことを大切に展開していく。
　具体的には、在校生への実習現場の提供や就職支援、そのための卒業生のネッ
トワークづくりをさらに推し進めるため、（１）同窓会活動のさらなる活性化、（２）卒
業生と在校生との交流を通じた支援・同窓生間の交流の促進、（３）社会福祉セミ
ナーの開催による大学とのパートナーシップの推進等々。同窓会活動の課題解決
及び活性化に向けて取り組んでいく。

先着で10名様に
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大
田
区
で
障
が
い
者
の
支

援
に
関
わ
ら
れ
て
い
ま
す
が

大
田
幸
陽
会
は
、大
田
区
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会（
知
的
障
害
児
・
者
の
親
の
会
）

が
運
動
の
中
で
作
っ
た
無
認
可
共
同
作
業
所
と

法
外
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
ら
1
9
9
3
年(

平

成
５
年)

に
設
立
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
人
で
す

が
、私
は
設
立
当
初
か
ら
奉
職
し
、今
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　

羽
田
空
港
の
あ
る
75
万
都
市

大
田
区
に
根
ざ
し
、「
利
用
者
を

ど
真
ん
中
」に
お
く
福
祉
人
材
の

育
成
に
力
を
い
れ
、地
域
と
の
交

流
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、

2
0
2
3
年
の
法
人
設
立
30

周
年
で
は
、法
人
理
念
を「
す
べ
て

の
障
が
い
者
」か
ら「
す
べ
て
の

人
」に
広
げ
、「
す
べ
て
の
人
に
陽

光
が
燦
々
と
そ
そ
ぎ　

だ
れ
も

が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実

現
」と
し
、地
域
共
生
社
会
づ
く

り
へ
の
貢
献
を
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
に
至
る
ま
で
の
私
の
経
歴
と

現
状
に
つ
い
て

　

私
が
社
大
に
入
学
し
た
1
9
7
9
年
は
春

の
山
中
湖
オ
リ
キ
ャ
ン
で
大
学
生
活
が
ス
タ
ー

ト
し
４
年
間
を
文
京
区
白
山
の
男
子
寮
で
過
ご

し
ま
し
た
。“

全
社
ゼ
ミ（
全
国
学
生
社
会
福

祉
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
略
称
）

”

と
い
う
自
主
ゼ
ミ
で

は
保
育
問
題
を
学
び
、正
規
ゼ
ミ
は
京
極
ゼ
ミ
、

石
井
ゼ
ミ
、古
川
ゼ
ミ
で
し
た
。大
学
近
く
の
原

宿
商
店
街
に
は「
長
屋
門
」「
く
ぼ
た
２
号
店
」な

ど
の
居
酒
屋
が
あ
り
、自
分
は「
テ
リ
ヤ
キ
ハ
ウ

ス
」の
ア
ル
バ
イ
ト
で
生
計
を
た
て
て
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
原
宿
社
大
が
好
き
過
ぎ
て
７
年
間
在

籍
し
ま
し
た
。そ
の
た
め
、人
一
倍
思
い
浮
か
ぶ
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
多
く
あ
り
ま
す
。

男
子
寮
の
廃
寮
問
題

　

男
子
寮
長
を
し
て
い
た
時
期
の「
閉
寮（
廃
寮

問
題
）」の
話
を
し
ま
す
。男
子
寮
は
江
戸
時
代
の

武
家
屋
敷（
サ
カ
イ
伯
爵
邸
跡
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
）の
よ
う
な
造
り
で
、一
部
屋
が
20
畳
の
部

屋
も
あ
り
、そ
こ
に
二
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
し

た
。荒
川
さ
ん
ご
夫
婦
が
寮
の
管
理
人
と
し
て

住
み
込
み
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、寮
の
運
営
は
学

生
が
自
主
管
理
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
男
子
寮

が
、老
朽
化
に
よ
る
危
険
建
造
物
に
指
定
さ
れ

た
こ
と
か
ら「
廃
寮
」が
現
実
の
問
題
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。大
学
当
局
か
ら
の
連
絡
を
受
け
て
寮

生
大
会
は
荒
れ
ま
し
た
。自
主
管
理
を
徹
底
し

て
存
続
を
粘
り
強
く
交
渉
し
て
い
く
方
向
と
ハ

ン
ガ
ー
ス
ト
ラ
イ
キ
を
打
っ
て
閉
寮
の
問
題
を

学
内
に
伝
え
て
い
く
廃
寮
反
対
運
動
の
方
向
が

話
し
合
わ
れ
、実
際
に
こ
の
両
面
で
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。後
者
の
方
は
一
学
年
下
の
宮

本
君
ら
が
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
ん
な
時
、

当
時
の
石
井
哲
夫
教
学
部
長
か
ら
大
学
に
呼
び

出
さ
れ
、老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、い
つ
か
は
廃
寮

せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
事
実
問
題
で
あ
る
こ

と
、し
か
し
直
ぐ
に
で
は
な
い
こ
と
、大
学
の
移
転

問
題
も
あ
る
こ
と
、そ
の
時
に
学
生
寮
の
新
設
を

要
望
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
こ
と
、そ
れ
ま
で
は

安
全
管
理
に
留
意
し
て
運
営
し
て
欲
し
い
こ
と
、

と
い
う
主
旨
の
話
が
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は

直
ち
に
寮
生
大
会
で
報
告
さ
れ
、ハ
ン
ガ
ー
ス
ト

ラ
イ
キ
等
廃
寮
反
対
運
動
は
終
結
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。1
9
8
1
年
ご
ろ
の
こ
と
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。こ
の
運
動
が
、現
在
の
清
瀬
の

松
窓
寮
の
建
設
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思

う
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
仕
事
に
つ
な
が
っ
て
い
く

「
無
認
可
ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
調
査
」

　

大
学
２
年
の
１
９
８
０
年
、無
認
可
で
夜
間

保
育
を
行
う
通
称
ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
で
乳
幼
児
の

死
亡
事
故
が
相
次
ぎ
、田
辺
敦
子
先
生
が
実
態

調
査
を
行
う
こ
と
と
な
り
、保
育
問
題
を
学
ぶ

自
主
サ
ー
ク
ル
の
一
員
で
あ
っ
た
私
も
参
加
し
ま

し
た
。調
査
で
は
、ホ
テ
ル
に
子
供
を
託
し
に
来

る
母
親
ら
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
の
で
す
が
、一
口

に「
無
認
可
」と
い
っ
て
も
、ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
も
あ

れ
ば
運
動
の
中
か
ら
作
ら
れ
た
共
同
保
育
所
も

あ
り
ま
す
。制
度
化
・
法
内
化
を
目
指
す
も
の
も

あ
れ
ば
、制
度
化
せ
ず
無
認
可
の
ま
ま
運
営
す

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、経
営
者
の
判
断
が
ど
こ
を
見

て
、な
に
を
考
え
て
い
る
の
か
、営
利
と
公
益
に
二

分
す
る
制
度
は
現
実
に
合
わ
な
い
の
で
は
な
い

か
、制
度
化
し
た
ら
運
動
の
初
期
動
機
を
喪
失

し
な
い
の
か
、福
祉
事
業
の
経
営
と
は
、な
ど
を

考
え
、「
社
会
福
祉
法
人
制
度
の
自
由
と
責
任
に

つ
い
て
」考
え
る
卒
論
を
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

７
年
目
の
卒
論
作
成

　

就
職
は
、石
井
先
生
の
紹
介
で
川
崎
市
の
福

祉
事
業
団
で
働
く
こ
と
と
な
り
、卒
論
を
７
年

目
に
し
て
書
き
上
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。こ

の
時
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
社
会
福
祉
法
人（
格
）の

自
由
と
責
任
の
範
囲
」と
い
う
問
題
設
定
は
、私

が
学
生
時
代
の
真
っ
た
だ
中
は「
日
本
型
福
祉
社

会
論
」が「
新
自
由
主
義
」に
変
質
し
て
い
く
最
中

に
お
い
て
、ど
う
や
っ
て
社
会
福
祉
で
生
き
て
い

く
か
を「
法
人
格
」の
あ
り
方
に
な
ぞ
ら
え
て「
自

然
人
」の
あ
り
方
も
考
え
よ
う
と
す
る
斬
新
的
？

な
も
の
で
し
た
。ピ
ッ
ポ
の
松
井
君
と
そ
の
仲
間

の
応
援
を
得
て
提
出
で
き
ま
し
た
が
、関
家
先
生

か
ら「
こ
れ
は
ひ
ど
い
」と
酷
評
さ
れ
、古
川
先
生

か
ら「
な
ん
で
卒
業
指
導
に
来
な
か
っ
た
の
か
」と

叱
ら
れ
、散
々
で
し
た
。そ
ん
な
こ
ん
な
の
卒
論

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、あ
れ
か
ら
障
害
者
福
祉
で

40
年
働
い
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、結
局
、卒

論
を
障
害
者
福
祉
の
現
場
か
ら
書
き
直
し
続
け

て
い
た
40
年
な
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。　

今
後
の
活
動
と
抱
負
な
ど
に
つ
い
て

　

法
人
理
念
に
も
掲
げ
て
い
る「
だ
れ
も
が
幸

せ
に
」を
具
体
的
な
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
で
考
え

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。障
が
い
福
祉
は
、人
間

の「
発
達
・
成
長
」も「
高
齢
化
」も「
生
き
が
い
・

意
味
」に
つ
い
て
も
学
べ
る「
生
涯
福
祉
」だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
６
月
同
窓
会
の『
О
Ｂ
・
О
Ｇ
と
の
交
流

会
』に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、や

は
り
実
際
に
在
校
生
の
顔
を
見
て
声
を
聞
き
、

呼
吸
を
交
わ
す
対
面
の
実
施
は
い
い
で
す
ね
。最

近
は
、結
構
当
法
人
の
理
念
や
福
利
厚
生
の
充

実
度
が
気
に
入
っ
た
と
い
う
応
募
者
が
多
い
こ

と
も
う
れ
し
い
こ
と
の
一
つ
で
す
。清
瀬
か
ら
大

田
区
が
未
知
の
エ
リ
ア
の
よ
う
で
す
の
で
、大
田

区
の
社
会
福
祉
法
人（
40
以
上
あ
り
ま
す
）の
連

携
活
動
や
公
益
的
取
り
組
み
も
お
伝
え
し
た
い

で
す
。

社
大
で
の
経
験
が
未
来
を
支
え
て
く
れ
る

　

社
大
が
蚕
の
繭（
コ
ク
ー
ン
）の
よ
う
に
学
生

当
時
の
自
分
を
守
っ
て
く
れ
て
い
た
と
振
り
返
っ

て
は
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。古
川
孝
順
先
生
、実

習
助
手
の
村
井
さ
ん（
当
時
）に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
な
が
ら
お
礼
も
言
え
て
お
り
ま
せ
ん
が

お
元
気
で
し
ょ
う
か
。佐
藤
は
元
気
に
や
っ
て
い

ま
す
。社
大
で
の
経
験
・
学
び・
交
流
関
係
が
、き
っ

と
未
来
の
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

社
大
に
入
学
し
、数
多
く
の
方
々
の
お
力
を
い

た
だ
き
、福
祉
の
こ
こ
ろ
を
探
し
な
が
ら
、こ
こ
ま

で
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。気
付
け
ば
仕
事
は
退

職
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、引
き
続
き
法
人
経
営

に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。残
さ
れ
た

時
間
を
全
力
で
駆
け
抜
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

1979年の松窓寮祭「社楽祭」の企画“寮生の楽し
いくらし振りを知ってもらい、寮生を増やし、寮
費収入を確保する分科会”です。ネクタイが佐
藤。伊藤さんも参加し写っています

佐藤　功
https://ota-koyokai.or.jp/

学部26期
（1986年卒）

（さとう　いさお）

1960（昭和35）年6月3日新潟県生まれ。1979年日本社会事業大学
社会福祉学部・社会事業科1979年入学86年卒業。川崎市社会福祉事
業団勤務、東京都知的障害者育成会勤務を経て、1983年4月社会福祉
法人大田幸陽会に主任支援員として入職。2011年4月理事・事務局長
就任、法人事業企画調整室長兼務。2017年常務理事就任、2021年専
務理事就任。日本障害者虐待防止学会会員（2006年～現在）

今だから話せる学生体験と
お世話になった方々への感謝を込めて


